
欲
に
課
題
が
見
ら
れ
た
。
１
学
年
主
任
の

小お

な名
雅
司
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
生
徒
が
多
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
生
徒
に
自
身
の
可
能

性
の
高
さ
に
気
づ
か
せ
、
高
い
志
を
育
む

こ
と
が
、
我
々
の
役
割
で
す
」

　

そ
う
し
た
課
題
意
識
を
持
つ
中
、
同
校

で
は
進
路
指
導
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
地

域
の
期
待
を
担
う
進
学
校
と
し
て
、
国
公

立
大
学
合
格
を
目
指
す
進
路
指
導
が
重
視

さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
は
、
現
役
合

格
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
生
徒
自
ら
が
高
い
目

標
を
掲
げ
、
そ
の
第
１
志
望
を
最
後
ま
で

貫
か
せ
る
指
導
を
全
校
で
行
っ
て
い
る
。

進
路
指
導
部
副
主
任
の
中
村
東あ

ず
ま

先
生
は
、

次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
か
つ
て
の
生
徒
に
は
、
ま
だ
ま
だ
伸

　

基
本
理
念
に
「
郷
土
や
国
家
を
支
え
る

高
い
志
と
国
際
的
な
視
野
を
備
え
た
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
掲
げ
る

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校
は
、
国
公
立
大
学

に
例
年
１
５
０
人
前
後
が
合
格
す
る
進
学

校
だ
。
２
０
１
５
年
度
、
文
部
科
学
省
の

Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
＊
１
）
の
指
定
を
受
け
、
１
年

次
は
必
修
の
「
国
際
探
究
Ⅰ
」
で
、
２
・

３
年
次
は
選
択
科
目
と
し
て
、
探
究
学
習

を
行
っ
て
い
る
（
図
１
）。
ま
た
、
16
年

度
に
中
等
部
が
併
設
さ
れ
て
中
高
一
貫
校

と
な
っ
た
。

　

同
校
の
生
徒
は
、素
直
で
優
し
い
半
面
、

さ
ら
な
る
可
能
性
を
目
指
そ
う
と
す
る
意

＊１　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。　

秋田県の「農と食」の特長と課題、同県と交流のあるタイの現状などから「世界
の食糧問題」について考察し、解決策を提言する。
＊学校資料を基に編集部で作成

４～７月 各種講座　世界の食糧問題について課題意識を持つ。

７月 レポート作成　夏季休業課題。研究したい分野について調べる。

８月～ グループ研究　テーマ・分野別に４～５人のグループを編成。

11月
県内フィールドワーク　バス６～８台に分乗。企業等で実地調査。

海外フィールドワーク　タイ５泊 6日。20人を選抜する。

2 月 成果発表交流会　全班が英語で発表。代表班はステージ発表。

「こまちの里」秋田の高校生が、
「地球村」の食糧問題に挑む！

グローバル・
イシュー

国際探究Ⅱ

国際探究Ⅰ

１単位・前期のみ

２単位

２単位

３年次
選択者

２年次
選択者

１年次
全員

１年生全員が、調査・
発表など、課題研究の
サイクルを経験する

大学教員の指導を
受けながら、専門性を
深め、表現力を磨く

研究成果を地域や
世界へ発信、社会との
つながりを実感する

教
師
と
の
対
話
と
生
徒
自
身
の
内
省
に
よ
り
、

メ
タ
認
知
能
力
を
高
め
、高
い
志
を
育
む

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校
で
は
、
面
談
や
振
り
返
り
な
ど
、
教
師
と
の
対
話
を
通
し
て
生
徒
に
内
省
を
深
め
さ
せ
、
自
分
の
将
来
と
向
き
合
わ
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
探
究
学
習
や
学
校
外
活
動
で
多
様
な
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
将
来
へ
の
視
野
を
広
げ
さ
せ
、
多
様
な
考
え
を
受
容
す
る
態
度
の
育
成
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

失
敗
を
含
め
た
様
々
な
経
験
は
、
生
徒
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
お
り
、
自
ら
選
ん
だ
進
路
を
貫
こ
う
と
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校

事
例
1

志
を
育
み
、第
１
志
望
を
貫
く

指
導
を
学
校
全
体
で
徹
底

秋田南高校のＳＧＨでの探究学習、及び「国際探究Ⅰ」の内容図１
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び
る
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
の
自
分
の
学
力
で
合
格
で
き
そ
う
な
大

学
を
選
び
、
満
足
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
入
試
は
、
自

生
じ
ま
す
。
生
徒
の
口
か
ら
語
ら
せ
る
こ

と
で
、
目
標
に
対
し
て
主
体
的
に
取
り
組

む
意
識
を
持
た
せ
る
の
が
ね
ら
い
で
す
」

（
中
村
先
生
）

　

生
徒
は
、
事
前
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
か
ら
三
者
面
談
に

臨
む
。教
師
は
生
徒
の
決
意
表
明
を
聞
き
、

実
力
に
比
べ
て
志
望
が
低
い
と
思
わ
れ
る

生
徒
に
は
「
本
当
に
そ
の
目
標
で
よ
い
の

か
」
と
尋
ね
、
志
望
理
由
や
計
画
が
あ
い

ま
い
な
生
徒
に
は
「
な
ぜ
、
そ
の
大
学
・

学
部
を
志
望
す
る
の
か
」「
学
習
方
法
は

適
切
で
あ
る
か
」
と
問
い
か
け
る
な
ど
、

生
徒
に
内
省
を
促
し
て
い
く
。
特
に
、
医

学
科
志
望
の
生
徒
に
は
、
医
師
は
人
の
命

に
深
く
か
か
わ
る
職
業
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
、
本
当
に
医
師
に
な
り
た
い
の
か
、

現
役
で
合
格
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
医

師
を
目
指
す
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
問
い

か
け
る
。
ほ
か
に
も
、
工
学
系
志
望
の
生

徒
に
、
自
動
車
や
橋
梁
な
ど
の
設
計
・
製

造
も
、
１
つ
間
違
え
ば
人
の
生
死
を
左
右

す
る
こ
と
を
説
明
し
て
、
覚
悟
を
促
す
。

　

定
期
考
査
や
模
擬
試
験
で
も
、
毎
回
、

「Classi

」（
＊
２
）
な
ど
を
用
い
た
振
り

返
り
を
行
う
（
Ｐ
．14
図
２
）。
自
身
の
学

力
を
把
握
し
、
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
計

画
を
立
て
、
実
行
・
検
証
を
繰
り
返
す
こ

と
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
自
己

分
の
意
思
で
進
路
を
選
択
し
、
そ
の
目
標

達
成
に
向
け
た
計
画
を
立
て
て
実
行
し
、

困
難
が
あ
っ
て
も
乗
り
越
え
て
い
く
、
貴

重
な
経
験
の
場
で
す
。
高
い
目
標
に
向
け

て
努
力
し
た
経
験
は
、
大
き
な
自
信
に
な

り
ま
す
。
大
学
入
試
の
意
義
を
教
師
間
で

共
有
し
、
第
１
志
望
か
ら
逃
げ
ず
に
挑
戦

す
る
指
導
を
徹
底
さ
せ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
思
い
を
、
入
学
後
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿
に
始
ま
り
、
学
年
集

会
や
面
談
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
生
徒
に

伝
え
、
高
い
志
を
育
ん
で
い
く
。
ま
た
、

保
護
者
に
も
、
大
学
入
試
を
子
ど
も
が
大

き
く
成
長
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
支

援
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
例

え
ば
、
受
験
勉
強
が
佳
境
に
入
る
と
、
生

徒
よ
り
も
保
護
者
の
方
が
弱
気
に
な
り
、

合
格
し
や
す
い
安
全
な
道
を
勧
め
て
し
ま

い
や
す
い
。
家
庭
と
学
校
が
意
識
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
入
試
本
番
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

生
徒
の
可
能
性
を
伸
ば
す
の
だ
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
た
い
と
い
う
生

徒
に
は
、
海
外
進
学
を
勧
め
て
い
る
。
18

年
度
入
試
で
は
、
海
外
大
学
に
延
べ
９
人

が
合
格
し
、
２
人
が
進
学
し
た
。
進
路
指

導
主
事
の
佐
藤
幸さ

ち

士し

先
生
は
、こ
う
語
る
。

　
「
将
来
、
生
徒
は
今
の
社
会
に
は
な
い

も
の
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
力
を
育
む

た
め
に
は
、
自
分
の
今
の
力
に
夢
を
合
わ

せ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
夢
を
描
き
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
足
り
な
い
も
の

は
何
か
を
考
え
、
計
画
を
立
て
、
自
己
実

現
を
図
っ
て
い
く
経
験
が
、
何
よ
り
も
大

切
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

自
身
を
客
観
的
に
把
握
す
る
メ
タ
認
知

能
力
の
育
成
に
向
け
て
は
、
面
談
を
活
用

す
る
。
同
校
で
は
、
年
２
回
（
３
年
次
は

年
３
回
）、
面
談
の
機
会
を
設
け
て
お
り
、

１
学
期
は
入
学
あ
る
い
は
ク
ラ
ス
替
え
に

伴
う
生
徒
把
握
の
た
め
の
個
人
面
談
、
２

学
期
は
保
護
者
を
交
え
た
三
者
面
談
を

行
っ
て
い
る
。

　

三
者
面
談
で
は
、
生
徒
に
現
状
の
把
握

と
弱
点
克
服
に
向
け
た
決
意
表
明
を
さ

せ
る
こ
と
も
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
２
年

次
の
選
択
科
目
を
決
め
る
前
に
行
わ
れ
る

１
年
次
の
三
者
面
談
で
は
、
将
来
の
目
標

と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
志
望
す
る

大
学
・
学
部
、
利
用
し
た
い
入
試
方
式
と

受
験
科
目
、今
後
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
を
、

生
徒
が
保
護
者
に
伝
え
て
い
る
。

　
「
自
分
で
目
標
や
計
画
を
立
て
、
宣
言

し
た
以
上
、
そ
れ
を
や
り
遂
げ
る
責
任
が

＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校

◎
校
訓
は
「
獨
立
自
尊
」。「
郷
土
や
国
家
を
支
え

る
高
い
志
と
国
際
的
な
視
野
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、「
基

本
的
知
識
・
技
能
・
習
慣
」「
探
究
力
」「
協
働
力
」

の
育
成
を
重
視
し
た
教
育
活
動
を
展
開
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
や
タ
イ
な
ど
海
外
研
修
も
実
施
。

◎
設
立　

１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、岩
手
大
、東
北
大
、秋
田
大
、山
形
大
、

新
潟
大
、
京
都
大
、
秋
田
県
立
大
、
国
際
教
養
大

な
ど
に
１
４
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学

院
大
、
中
央
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延

べ
１
７
９
人
が
合
格
。
海
外
大
は
、
デ
ポ
ー
大
、

グ
リ
ー
ン
リ
バ
ー
大
（
と
も
に
ア
メ
リ
カ
）
な
ど

に
延
べ
９
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　

http
://akitam

inam
i-h.w

ixsite.com
/

akitam
inam

i

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校

中
村
東
　

な
か
む
ら
・
あ
ず
ま

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
進
路
指
導
部
副
主
任
。

探
究
部
教
育
情
報
班
主
任
。

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校

小
名
雅
司
　

お
な
・
ま
さ
し

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
１
学
年
主
任
。

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校

佐
藤
幸
士
　

さ
と
う
・
さ
ち
し

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。

面
談
指
導
で
「
自
分
の
今
」
を

客
観
的
に
見
つ
め
さ
せ
る

特集
社会に開かれた進路指導
─多様な他者とのかかわりの中で
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る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
副
担
任
や
学
年
主
任

が
面
談
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
生
徒
の
悩

み
や
教
師
の
個
性
に
応
じ
て
、
広
く
、
個

別
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。

　

生
徒
の
資
質
・
能
力
を
高
め
る
た
め
に
、

同
校
が
こ
こ
数
年
積
極
的
に
活
用
し
て
い

る
の
が
学
校
外
活
動
だ
。

　

同
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
で
は
、「
世
界
の
食
糧

問
題
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
県
内
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
、
地
域
の
社
会

人
や
留
学
生
と
の
意
見
交
換
な
ど
、
世
界

や
地
域
社
会
と
自
分
と
の
つ
な
が
り
を
考

え
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。
そ
こ
で
の
気

づ
き
か
ら
、
生
徒
の
意
識
が
学
校
外
に
も

向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
生
徒

が
、
大
学
主
催
の
講
座
や
地
域
づ
く
り
の

イ
ベ
ン
ト
、海
外
研
修
、数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
多
様
な
経

験
を
積
ん
で
い
る
。

　

学
校
外
活
動
で
自
信
を
深
め
て
い
く
様

子
は
、
生
徒
が
記
入
す
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
例
え
ば
、
国
際

教
養
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
生
徒

は
、
学
生
や
海
外
留
学
生
の
オ
ー
プ
ン
な

雰
囲
気
に
刺
激
を
受
け
、
自
身
の
発
表
で

は
身
振
り
手
振
り
が
加
わ
り
、
思
い
を
伝

え
ら
れ
た
と
、
振
り
返
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
大
学
の
講
座
に
刺
激
を
受
け
て

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
系
の
学
科
を
志
望

す
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
や
、
海
外
留
学

を
機
に
個
人
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
参
加
す

る
生
徒
な
ど
、
学
校
外
活
動
を
自
己
実
現

に
結
び
つ
け
る
生
徒
も
現
れ
て
い
る
。

　
「
学
校
外
に
お
け
る
多
様
な
経
験
が
、

生
徒
の
視
野
を
広
げ
、
自
分
と
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
意
識
し
て
進
路
を
深
く
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
目
標

を
明
確
化
さ
せ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
学

校
外
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
し
て

改
善
を
促
し
て
い
る
。

　

定
期
的
な
面
談
以
外
に
も
、
昼
休
み
や

放
課
後
な
ど
の
時
間
を
活
用
し
て
、
多
く

の
教
師
が
適
宜
面
談
を
行
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、「Classi

」
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

に
学
習
内
容
を
記
録
さ
せ
て
い
る
が
、「
文

理
選
択
で
迷
っ
て
い
る
」「
自
分
は
変
わ

り
た
い
」
と
い
っ
た
生
徒
の
変
化
を
う
か

が
わ
せ
る
書
き
込
み
を
見
つ
け
た
ら
（
図

３
）、
す
ぐ
に
生
徒
に
声
を
か
け
る
。

　
「
生
徒
は
、
学
習
内
容
の
記
録
に
加
え
、

自
分
の
思
い
も
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。
少

し
の
変
化
で
も
気
づ
け
、
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
小
名
先
生
）

　

た
だ
し
、
担
任
が
必
ず
声
を
か
け
る
と

は
限
ら
な
い
。
生
徒
の
様
子
を
見
て
、
す

ぐ
に
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
ら
声
を
か

け
、
自
力
で
解
決
で
き
そ
う
な
場
合
は
し

ば
ら
く
様
子
を
見
る
。

　

そ
う
い
っ
た
生
徒
の
情
報
は
、
月
１
回

の
学
年
部
会
や
職
員
室
で
の
会
話
を
通
し

て
学
年
団
で
共
有
し
、
担
任
に
限
ら
ず
学

年
全
体
で
様
子
を
見
る
。
そ
し
て
、
教
科

担
当
が
授
業
中
に
さ
り
げ
な
く
声
を
か
け

定期考査の振り返りには、「Classi」のポートフォリオを活用。教科ごとに、
「うまくいったところ」「駄目だったところ」「次回に向けて継続したいこと」
「改善したいこと」を書き込む。　　　　 　　　 ＊学校資料をそのまま掲載

学
年
全
体
で
生
徒
の
状
況
を

把
握
し
、
個
別
に
ア
プ
ロ
ー
チ

学
校
外
活
動
で
視
野
が
広
が
り
、

将
来
を
よ
り
深
く
考
え
る
よ
う
に

定期考査の振り返り図２

学習内容の書き込み例図３

学習内容の記録に自分の思
いを書き込む生徒も多い。
気になる書き込みには、教
師がコメントをつけ、必要
に応じて本人に声をかけて
いる。学習に限らず、振り
返りをしっかり行う生徒は
学力が伸びやすいという。
＊学校資料をそのまま掲載
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め
つ
つ
、そ
の
都
度
解
決
の
方
策
を
考
え
、

乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
の
連
続
が
人
生
だ

と
分
か
っ
て
も
、
生
徒
は
そ
う
し
た
経
験

を
積
ん
で
い
る
最
中
な
の
で
、
分
か
り
ま

せ
ん
。生
徒
が
失
敗
し
そ
う
に
な
っ
て
も
、

教
師
は
あ
え
て
手
を
出
さ
ず
、
見
守
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
」（
小
名
先
生
）

　

例
え
ば
、
探
究
学
習
で
生
徒
が
問
題
を

抱
え
て
い
て
も
、
教
師
は
「
何
が
足
り
な

い
と
思
う
？
」「
ど
こ
を
変
え
た
ら
よ
く

な
る
の
か
な
？
」
と
問
い
か
け
、
改
善
す

べ
き
点
を
生
徒
自
身
に
気
づ
か
せ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
「
失
敗
は
、
教
師
が
仕
か
け
ら
れ
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
試
行
錯
誤
の
中
で

お
の
ず
と
失
敗
経
験
も
で
き
る
の
が
、
課

題
研
究
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
だ
か
ら

こ
そ
１
年
次
で
は
生
徒
全
員
に
取
り
組
ま

せ
て
い
ま
す
」（
小
名
先
生
）　

　

面
談
を
中
心
と
し
た
教
師
と
の
対
話

や
、
学
校
内
外
で
の
多
様
な
経
験
を
通
し

て
、
志
を
高
く
持
つ
生
徒
が
増
え
て
い

る
。
模
擬
試
験
で
の
合
格
判
定
が
厳
し
い

結
果
で
も
第
１
志
望
を
貫
い
た
生
徒
、
医

学
科
現
役
合
格
が
か
な
わ
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
引
き
続
き
医
師
を
目
指
す
こ
と
を

選
ん
だ
生
徒
、
海
外
留
学
に
挑
戦
す
る
生

徒
な
ど
、
多
く
の
生
徒
が
夢
に
向
か
っ
て

力
強
く
進
ん
で
い
る
。

　

そ
う
し
た
生
徒
の
学
び
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
た
め
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用

し
た
振
り
返
り
を
深
化
さ
せ
た
い
と
、
中

村
先
生
は
語
る
。

　
「
振
り
返
り
で
は
、
活
動
内
容
を
た
だ

記
録
す
る
だ
け
の
生
徒
も
い
れ
ば
、
活
動

を
通
し
て
気
づ
い
た
こ
と
や
、
今
後
す
べ

き
こ
と
に
ま
で
言
及
す
る
生
徒
が
い
る
な

ど
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
ば
ら
ば
ら
で
す
。
大

学
入
試
の
た
め
の
活
動
記
録
に
と
ど
め
る

の
で
は
な
く
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
深
い

内
省
を
促
し
て
、
そ
の
後
の
行
動
に
結
び

つ
く
よ
う
な
振
り
返
り
の
方
法
を
工
夫
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
村
先
生
）

　

大
学
入
試
で
求
め
ら
れ
る
教
科
学
力
に

つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
通
り
、授
業
で
し
っ

か
り
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
く
。

　
「
今
後
も
、
難
関
大
学
の
入
試
に
お
い

て
は
高
い
教
科
学
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
探
究
学
習
や
課
外
活
動
な

ど
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め

ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
高
め
る
一
方
、
引

き
続
き
、
高
い
教
科
学
力
を
生
徒
に
育
ん

で
い
け
る
よ
う
、
授
業
改
善
を
重
ね
て
い

き
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

自
己
肯
定
感
を
高
め
、
学
校
で
の
活
動
も

頑
張
る
と
い
う
、
好
循
環
が
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

同
校
が
「
重
点
目
標
達
成
の
た
め
に
育

成
す
る
資
質
」
に
掲
げ
る
、
①
基
本
的
知

識
・
技
能
・
習
慣
、
②
探
究
力
、
③
協
働

力
の
育
成
に
向
け
て
、
多
様
な
も
の
の
見

方
や
考
え
方
を
受
け
入
れ
る
雰
囲
気
づ
く

り
も
意
識
し
て
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

ク
ラ
ス
で
話
し
合
う
場
面
で
は
、
多
数
派

の
意
見
に
押
さ
れ
て
自
分
の
考
え
や
気
づ

き
を
言
い
出
せ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
中
村
先
生
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
全
員
の
意
見
が
一
致
す
る
こ
と
は
好

ま
し
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
何
か
盲

点
が
あ
っ
て
誰
も
気
づ
い
て
い
な
い
の
な

ら
、
そ
れ
は
危
険
な
状
態
で
す
。
新
し
い

ア
イ
デ
ア
は
、
多
様
な
価
値
観
が
ぶ
つ
か

り
合
う
中
で
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
生
徒
が
多
様
な
意
見
を
出
し
合
う
場

を
積
極
的
に
設
け
、
多
面
的
に
物
事
を
見

る
目
を
養
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
と
他
者
と
の
違
い

に
気
づ
き
、
多
様
性
を
認
め
る
態
度
に
も

つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」

　

授
業
や
探
究
学
習
で
は
、
ど
ん
ど
ん
考

え
や
ア
イ
デ
ア
を
出
す
よ
う
、
生
徒
に
促

し
て
い
る
。
取
り
組
み
を
重
ね
る
中
で
、

議
論
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
あ
え
て
人

と
違
う
意
見
を
述
べ
た
り
、
問
題
提
起
し

た
り
す
る
生
徒
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
探
究
学
習
を
通
し
て
、
人
の
意
見
を

受
け
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
批
判
的
に

見
て
、
判
断
し
、
考
え
を
発
展
さ
せ
て
い

こ
う
と
す
る
意
識
が
芽
生
え
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　
「
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
る
仕
事
が
数
多
く

あ
る
と
言
わ
れ
る
中
で
、
選
ば
れ
る
人
材

に
な
る
た
め
に
は
、
自
分
に
し
か
な
い
強

い
個
性
を
持
つ
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

『
人
と
は
違
う
こ
と
を
し
よ
う
』
と
い
っ

た
気
概
を
持
つ
生
徒
が
増
え
た
こ
と
を
、

心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
」（
中
村
先
生
）

　

失
敗
経
験
や
挫
折
も
大
切
に
し
て
い

る
。
実
は
入
学
当
初
、
ほ
か
の
生
徒
や
外

部
講
師
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
る
批
判
的
な

意
見
を
受
け
止
め
ら
れ
な
い
生
徒
が
相
当

数
い
る
と
い
う
背
景
が
あ
る
。

　
「
大
人
な
ら
、『
で
き
な
い
自
分
』
を
認

さ
ら
な
る
成
長
に
結
び
つ
く

振
り
返
り
の
方
法
を
模
索

他
者
と
の
違
い
に
気
づ
き

多
様
性
を
認
め
る
場
を
設
け
る

失
敗
も
見
守
り
、
声
か
け
で

自
身
の
課
題
に
気
づ
か
せ
る

特集
社会に開かれた進路指導
─多様な他者とのかかわりの中で
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